
電位治療の操作方法
1 本体を水平な場所に置きます。

4 電源プラグをコンセントに確実に
差し込みます。

5 電源を入れます。 6 治療選択画面で、電位を選択します。

3 絶縁マットを準備します。（絶縁マットは折りたたまずに全て広げた状態で敷いてください。）

2 通電シートを接続します。
本体前面 /電位プラグ差込口

通電シートの電位プラグは電位プラグ差込口に
根元まで確実に差し込んでください。
低周波コードは必ず抜いてください。

通電シート

シートコード
布団

木製イスに座って治療を行う場合
絶縁マットの上にイスを置き、イスの座面に通電シートを
広げて置きます。※イスは壁から5cm以上離してください。

本体の「電源ボタン」を押し、電源を入れます。
「電源ボタン」を押すと表示パネルに下の画面が表示され
3秒後に治療選択画面に切り替わります。

絶縁マットの上にお手持ちの布団を敷き、腰のあたりに通電シートを
広げて置きます。

横になって治療を行う場合

絶縁マット

電位プラグ

電源ボタン

7 お好みのコースを選択します。 やさしいコース しっかりコース

ゆったりコース AI/マニュアルコース

「選択ボタン」でコースを選択します。
「選択ボタン」を押すごとに電位コース表示が切り替わります。

「やさしい」↔「しっかり」↔「ゆったり」↔
「やさしい」・・・・と切り替わります。

「やさしいコース」は以下の設定でスタートします。 「しっかりコース」は以下の設定でスタートします。

※しっかりコースのみ治療中に選択ボタンでバランス値を
   変更できます

しっかりコースはA・B・C・D、
４種類のプログラムが自動的に
選択されプログラムに合わせて
ランダムに出力します。

※ランダムとは、3分ごとに電圧、
   波形、周波数、バランスが
   自動的に選択され出力します。

8 治療を開始します。
「スタート/ストップボタン」を押すと治療を開始します。
※治療中に「電位ボタン」を押すことで一時停止することができます。
　再度押すと、再開できます。
※一時停止状態が10分間続くと自動的に治療選択画面に移ります。

電 圧
波 形
周 波 数
バランス
タイマー

4500Vp
波形1
60Hz
45:55
20分

「ゆったりコース」は以下の設定でスタートします。
AIコースは、ご使用者の身体情報を入力設定することで、
本器があなたに合わせた治療内容を決定しランダムに
出力するコースです。

マニュアルコースは、お好みの出力設定を詳細に
選択することができます。

「オートメモリー機能」
AIコース・マニュアルコースで、前回と同じ設定で良い場合は、
情報入力は不要です。

電 圧
波 形
周 波 数
バランス
タイマー

1000Vp
波形1
60Hz
0:100
8時間

電 圧
波 形
周 波 数
バランス
タイマー

ランダム
ランダム
ランダム
ランダム
60分

※電位出力開始から5分経過後、オートナイトモード機能により
   表示パネル画面が自動的に暗くなります。

※ゆったりコースのタイマーは
   8時間になります。

注意
絶縁マット

通電シート

電位ボタン

治療選択の「電位」ボタンを押してください。

※電位プラグが差し込まれていないと
   エラー表示されます。電位プラグを
   差し込んでから操作してください。　

※低周波プラグが差し込まれていると、
　エラー表示されます。低周波コードを
   外してから操作してください。

選択ボタン

スタート/
ストップボタン

スタート/ストップボタン

選択ボタン

AI ボタン マニュアルボタン



低周波治療の操作方法
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■次のような医用電気機器との併用は、誤作動を招く影響を与える恐れがありますので、ご使用にならないでください。
●ペースメーカ、植込み型除細動器などの電磁障害の影響を受けやすい体内植込み型医用電気機器 ●心電計等の装着形医用電気機器
■心臓病と診断され、日常の過激な運動を制限されている人は、ご使用にならないでください。

■次の方はご使用をさけるか、必ず医師にご相談のうえご使用ください。 ●脊髄の骨折、捻挫、肉離れなど、急性（疼痛性）疾患の方 ●妊娠初期の不安定期、または
出産直後の方 ●悪性腫瘍のある方 ●心臓に障害のある方 ●安静を必要とする方 ●糖尿病などによる高度な末梢循環障害による知覚障害のある方 ●体温
38℃以上（有熱期）の方 ●急性炎症症状（倦怠感、悪寒、血圧変動など）の強い時期や衰弱しているとき ●感染症疾患のある方 ●自分で意思表示できない方 ●
酒気帯びしている方 ●医師の治療を受けている方や、特に身体に異常を感じているとき　■次の方は、取り扱える人が必ず付き添ってご使用ください。 ●介護が必
要な方、子供 ●取扱説明書の内容を理解できない方　■ご自身以外（友人など）の方がご使用されるときは、付き添うか、よく説明してご使用させてください。お使いに
なる方に、取扱説明書を読んでからお使いになるようにご説明ください。　■乳幼児および身体に障害のある方にはご使用にならないでください。　■飲酒時や、睡眠
薬を飲んだときはご使用にならないでください。　■導子が濡れている時は、ご使用にならないでください。　■ご使用中の人には触れないようにしてください。■ご使用
中、身体に異常を感じたときには、直ちに使用を中止してください。

危 険

警 告
注 意

1 本体を水平な場所に置きます。 3 低周波コードを接続します。 4 電源プラグをコンセントに確実に
差し込みます。

2 低周波ピンに低周波パッドを取付けます。

5 身体に低周波パッドを貼付けます。 6 電源を入れます。

本体前面 /低周波コード差込口

低周波プラグ

低周波コード低周波ピン

低周波パッド

※出力Lvは、出力バーでも表示されます。

7 治療選択画面で、低周波を選択します。
治療選択の「低周波」ボタンを押してください。

8 お好みのコースを選択します。 患部の特性に対応した 5つの自動コース設定
「選択ボタン」でコースを選択します。
※「選択ボタン」を押すごとに低周波コース表示が切り替わります。

「肩」↔「腰」↔「ひざ」↔「腕」↔「EMS＋M.カレント」↔「肩」・・・と
切り替わります。

9 治療を開始し、出力レベルを設定します。
「スタート/ストップボタン」を押すと治療を開始します。
選択ボタンで低周波出力調節します。
低周波出力Lvは「1」→「2」・・・→「20」の20段階で設定することができます。

治療中に「低周波」（一時停止）ボタンを押すと一時停止することができます。
再度、「低周波」ボタンを押すと再開します。（一時停止中はタイマーが停止します）
治療を中断すると、出力Ｌｖ（レベル）が自動的に「０」になり出力されません。
再開後は、出力レベル１になり選択ボタン（▷）で好みの強さに再度調節してください。

トレーニングと同等の収縮と弛緩を行うEMSと
痛みや疲れをやわらげるMCRを交互に使用
できます。

どこでも手軽に筋肉トレーニングを行えます。

運動後の疲労回復や関節の痛みをやわらげます。
※MCR（M.カレント）出力時は体感がありません。

「肩」、「腕」、「腰」、「ひざ」、「EMS+M.カレント」の5つの自動コース。
それぞれの患部に合わせたプログラムを設定しています。

肩コース 腰コース

ひざコース

腕コース

EMS+M.カレントコース

EMS イーエムエス

MCR エムシーアール

低周波パッド

低周波プラグは低周波コード差込口に
根元まで確実に差し込んでください。注意

本体の「電源ボタン」を押し、電源を入れます。
「電源ボタン」を押すと表示パネルに下の画面が表示され
3秒後に治療選択画面に切り替わります。

電源ボタン

低周波ボタン

※低周波プラグが差し込まれていないと
   エラー表示されます。低周波プラグを
   差し込んでから操作してください。　

選択ボタン

低周波ボタン

選択ボタン出力バー

フジ医療器フリーダイヤル
〒540-0011 大阪市中央区農人橋1丁目1-22 大江ビル14階

0120-027-612
受付：平日9：00～17：30（土日祝日・年末年始・夏季休業日は除く）

フジ医療器ホームページのお問い合わせフォームにて受付けております。

06-4793-0818

www.fujiiryoki.co.jpWeb

FAX番号


